
第 43回月例マラソン 

過去最高の 1５５人参加 
 2 月 21 日(日)、水巻町の会場が緊急事態宣言延長

により許可取消になったので、急遽、会場を直方市に

変更して開催しましたが、天気にも恵まれ 155 人の

参加があり、過去最高の参加者になりました。 

 緊急事態宣言中でもスポーツイベントは中止では

ありません。感染対策をして開催出来ることになっています。感染対策をしたからといって、感染

者が全くでないわけではありません。もし感染者が出た時には、感染源をさかのぼれることが感染

対策になります。従って、参加者の連絡先や健康状態や濃厚接触者等の情報を把握して開催をしな

ければなりません。 

 今回も感染対策をしての開催となりました。しかし、参加者

が予想を超える参加者であったため、密になる所も出て、今後

の検討課題が出てきました。この日の最高気温は20度まで上

がり、春の陽気となりましたが時折り突風が吹き、終わりころ

にはテントが吹き飛ばされ、危ない場面がありました。 

往復コースのレースも往路は向かい風との格闘となり、先導

の自転車はトップランナーに抜かれるという過酷なレースと

なりました。この日新規登録者は日田市の方や、小中学生の登

録も目立ち48名、登録者総数は52６名になりました。 

宮若ランナーズ 

家族の声援の中、自己記録更新も 

子ども達の参加も多かった今回、宮若ランナーズの

健脚ぶりが目立ちました。日頃、週５日の練習に鍛え

られたメンバーの中には今日の走りで自己記録を更

新する選手も。監督の塩川さんは「風の強い中、よく

走ってくれました。来月もチャレンジしたいです」と

語ってくれました。 

３月７日（日）の練習会開催！ 
 2月の練習会は中止をしましたが、3月の練習会は開催することにしました。下記により開催し

ます。練習会場は桃園運動公園の周回コースでおこないます。 

と き：3月7日（日）9時集合 

ところ：自然の館（北九州市八幡西区清納1丁目1-10 TEL093-662-9278） 

 

《役員だより》 ■東京五輪は開催されるのか？政府は前倒しして緊急事態宣言を解除する検討に

入った。ワクチン接種が医療従事者から始まり、ＧＯＴＯキャンペーンも地域限定で再開するとの

報道もされている。■３月に開催されるＩＯＣ会議に間に合わせて日本のコロナ対策の万全をアッ

ピールし、開催に「支障なし」の印象を与えるのが見え隠れしている。■世界中でコロナ感染はま

だ続いている。感染で亡くなったり、苦しんでいる人もいる傍らで、「無観客」であっても実施す

るのを思うと「何のための五輪」かと問わざるをえない。森発言で改めて五輪の理念や意義が問わ

れた。■「コロナに打ち勝った証し」にするなら人々の生活がコロナ前に戻るのが先決と思う。五

輪開催の前のめりが心配だ。（孝） 
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福岡ランニングセンター(FRC) https://www.njsf.net/zenkoku/pref/fukuoka/running/ 

1・5㌔同時スタート 

3・10㌔同時スタート 
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